
 

 
 

市民のみなさまには、日頃より本市のまちづくりにご協力いただき、誠にありがとうございます。 

香芝市では、市民にとって利用しやすく、将来にわたって持続可能な移動手段の維持に努めています。し

かしながら、市が 5 つのルート（木曜シャトルを含む）を運営するコミュニティバスについては、平成 28

年 10 月の有償化以降、年別の利用者数が減少傾向にあります。また、収支状況の視点からみても、平成 30

年において、年間約 594 万円の歳入に対し、年間約 3,992 万円の歳出を要しており、公費の負担額は年間

約 3,398 万円となっています。 

  

今後も市民の生活を支える移動手段として、運行を続けていくため、効率的かつ効果的なものでするとと

もに、みなさまにとって、より利用しやすいサービスへの転換を目指す運行見直しを検討しています。（令和

3 年度を目標） 

つきましては、市民、利用者の目線から、みなさまにとって、よりよいサービスのあり方をご提案いただ

き、コミュニティバスの運行見直しに役立てるためのアイデア募集を行います。 
 

皆さんのご参加をよろしくお願いいたします。 
 

今回、アイデアをいただける方につきましては、本紙の右面及び裏面に、ご意見・ご提案内容をお書きい

ただき、令和２年 11 月４日（水）までに市役所、総合福祉センター、市民図書館、コミュ

ニティバスの車内に据置しております回収ボックスにご投函をお願いいたします。また、メールで下記アド

レスに送信いただくことも可能です。 
 

※注意 このアイデア募集でいただいたご意見やご提案についての回答は行いませんのでご了承願います。 

 

●お問合せ先●  香芝市 市民環境部 生活安全課  

TEL：0745-44-3304（担当：藤井・中前） 

Mail：anzen@city.kashiba.lg.jp 

アイデア募集シート（以下からご回答を開始ください） 

下記の質問へのご回答と合わせて、裏面の図上にアイデアをお寄せください。（地図上へのルート案の書き

込みと合わせて、ポイントとなる事項（例：○○の前に停めてほしい 等）もあわせてお書きください。） 
 

今回、提出いただくアイデアについて、あてはまるものをお教えください。 

まず、アイデアの対象範囲をお教えください。 

1. 既存のルート（裏面）にとらわれず、抜本的な見直し（案）を提案する。 
 

（理由：                                         ） 

2. 市民の生活に定着した既存のルート（裏面）を活かしながら、市全体の見直し（案）を提案する。 

3. 市民の生活に定着した既存のルート（裏面）を活かしながら、お住まいの地域やご自身の生活に関連す

る部分の見直し（案）を提案する。 

4. その他 （                                      ） 

コミュニティバスの運行時間帯と運行本数について、お教えください。（複数回答可） 

1. 既存の運行時間帯（８時台～１７時台）、運行頻度（２時間に１便程度）を基本とする。 

2. 運行時間帯を延長/短縮する。 （運行時間：   時台 ～   時台） 
 

（理由：                                        ） 

3. 運行頻度を高く・低くする。（   分に１本程度） 
 

（理由：                                        ） 

アイデアを実現するうえでの運行条件に関するお考えをお教えください。 

1. 運行経費は現行（年間 4,300 万円程度）を維持する。 

2. 持続可能な運行に向けて、運行経費は現行よりも安く抑える。（年間        万円程度とする） 

3. 多くの人が便利に使えるようにするため、運行経費の増加を許容する。 
 

 （年間        万円程度まで可） 

最後に、あなた自身について、お教えください。 

お住まいの地域（町字）  

年齢  

性別  

ご連絡先 （よろしければ） ※ アイデアに対するお問合せに利用いたします。 

お名前： 

TEL or ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  

 

続いて、裏面の図面にアイデアの記入をお願いいたします。
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香芝市コミュニティバスのことを考えてみよう 

コミュニティバスの利用者数（左）と収支（右）の状況 

約 3,398 万円 

資料５ 市民が決める 



コミュニティバスの運行ルートに関するアイデア記入票 

★ 下記の記入例・注釈を参考に、コミュニティバスの運行ルートに関するアイデアをご記入ください。 

★ また、実際に、具体に走ってほしいルートや地点があれば、線を引いたり、○をつけるなど、地図上にご自由に書き込んでください。

 
 

コミュニティバスの運行ルートに関するアイデアをご自由にご

記入ください。 

 

                             

                             

                             

                             

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

 

 

「ポイントとなる事項」の記入例： 

・車両を小型化し、○○地区への乗り入れを実現してほしい。 

・○○ルートで□□まで直接行けるようにしてほしい。 

・○○の経由を取りやめ、□□に早く到着できるようにしてほしい。 

・○○の前に停めてほしい 

・○時台に□□まで行ける便を運行してほしい。増やしてほしい。 など 

（実際に希望されるルートやエリアを地図上に直接お書きください） 

 

 

 

注釈 

 

 
 

以上も踏まえ、総合的な判断のもと、いただいたアイデアが反映されないこともございますが、予めご了承の上、ご応募をよろしくお願いいたします。 

 

 現状は、[運行台数（3台）、運行系統数（4系統）、便数（1日 5便程度）]となっています。持続的な運行を続けていくためには、現状を目安に

しながら、運行台数を 3～4 台（1 台増車まで）で検討を進めることを想定しております。 

 また、市域の道路特性等を踏まえ、車両の更新、ルートの見直しを進めていきます。 

 

こちらにも、実際のルート案等を書き込んでください。 


